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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 49 号
（2023 年 4 月）

よすみちゃん

第49号

▲プラ板

４
月
29
日（
土
・
祝
）
開
館
記
念
日

　

展
示
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

●
常
設
展
館
長
ガ
イ
ド　

10
時
～
11
時

●
企
画
展　
　
　
　
　
　

11
時
～
12
時

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展　

13
時
～
13
時
30
分

●
速
報
展　
　
　
　

14
時
～
14
時
30
分

　

西
谷
墳
墓
群
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

　

10
時
～
15
時

４
月
30
日（
日
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

三
谷
神
社
獅
子
舞
保
存
会　

　

子
ど
も
獅
子
舞　

９
時
30
分
～
10
時

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

出
雲
商
業
高
校

　
　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

９
時
30
分
～
10
時

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
３

　

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

　

ミ
ニ
丁
銀
づ
く
り

　
　
　
　
　

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

　

プ
ラ
板
グ
ッ
ズ
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
神
谷
博
物
館

　

古
代
瓦
文
様
の
う
ち
わ
を
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

　

勾
玉
消
し
ゴ
ム
づ
く
り

　
　
　
　
　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

　

Ｘ
＋（
え
く
す
と
）ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

　
　

①
11
時
～
11
時
30
分

　
　

②
14
時
～
14
時
30
分

無料 無料無料

無料無料無料

無料無料

有料

　

博
物
館
探
検
隊　
　
　

10
時
～
11
時

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
13
時
～
14
時

４
月
29
日（
土
・
祝
）・
30
日（
日
）

　

屋
台
村
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー10

時
～
15
時

４
月
30
日（
日
）

　

屋
台
村　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

５
月
３
日（
水
・
祝
）～
５
日（
金
・
祝
）

　

キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

５
月
６
日（
土
）

　

缶
バ
ッ
ジ
・
勾
玉
づ
く
り

５
月
７
日（
日
）

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
折
り
紙
教
室

５
月
３
日（
水
・
祝
）

　
　
　

～
７
日（
日
）

　
「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
」

　
「
み
す
よ
ち
ゃ
ん
」

　

と
写
真
を
撮
ろ
う

日程が変わる
場合があるよ
最新情報は
HPをみてね

有料 有料有料

▲勾玉消しゴム ▲ミニ丁銀

▲古代瓦
文様うちわ
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第49号

「
平
安
時
代
の
出
雲

―
人
び
と
の
く
ら
し
と
祈
り
―
」

「
ハ
エ
の
さ
な
ぎ
か
ら
探
る

古
代
の
葬
式
」

★
春
季
企
画
展

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

上長浜貝塚の調査の様子

　

平
安
時
代
と
言
え
ば
、
皆
さ
ん
は
何

を
想
像
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

簡
単
に
言
え
ば
、
平
安
時
代
と
は
、

都
は
平
安
京
に
あ
り
、
天
皇
を
頂
点
と

す
る
貴
族
が
支
配
階
級
と
し
て
政
治
、

経
済
を
リ
ー
ド
し
た
時
代
で
す
。

　

遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
新

た
な
建
築
様
式
の
寝
殿
造
が
登
場
し
、

男
子
の
正
装
・
衣
冠
束
帯
や
女
子
の
正

装
・
女
房
装
束（
十
二
単
）が
定
形
化
す

る
な
ど
、
日
本
独
自
の
国
風
文
化
が
発

達
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
か
な

文
字
が
出
現
し
、
清
少
納
言
の
『
枕
草

子
』
や
紫
式
部
の
『
源
氏
物
語
』
な
ど

優
れ
た
文
学
作
品
も
著
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
平
安
時
代
に
つ
い
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
は
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を

お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ

し
、こ
れ
ら
は
都
の
貴
族
の
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
安
時
代
の
出
雲
は
ど

の
よ
う
な
様
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

歴
史
書
に
多
く
残
る
の
は
、
不
作
・

飢
き
ん
の
記
録
で
す
。
前
期（
９
世
紀
）

を
通
し
て
、
８
度
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
科
学
的
な
研
究
に
よ
れ
ば
、

当
時
の
夏
は
極
端
な
高
温
と
低
温
を
繰

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
で
は
、
ハ
エ

の
さ
な
ぎ
が
付
着
し
た
副
葬
品
を
展
示

し
、
古
墳
時
代
の
「
モ
ガ
リ
」
に
つ
い

て
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

古
墳
時
代
の
葬
式
は
、「
葬
前
」
➡ 

「
モ
ガ
リ
」
➡
「
本
葬
」
➡
「
葬
後
」

と
進
み
ま
す
。
身
分
の
高
い
人
が
亡
く

な
る
と
埋
葬
す
る
前
に
遺
体
を
モ
ガ
リ

屋
に
安
置
し
ま
す
。時
間
を
か
け
て「
死

の
確
認
」
を
行
い
な
が
ら
、
死
者
の
鎮

魂
を
願
い
ま
し
た
。
こ
の
期
間
の
儀
礼

が
「
モ
ガ
リ
」
で
す
。

　

古
代
の
モ
ガ
リ
は
、
文
献
を
解
読
す

る
こ
と
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
ハ
エ
の
さ
な

ぎ
が
付
着
し
た
出
土
品
を
通
し
て
、
弥

生
か
ら
古
墳
時
代
の
モ
ガ
リ
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

　

ハ
エ
の
成
虫
は
明
る
い
と
こ
ろ
で
活

動
す
る
の
で
、
イ
エ
バ
エ
科
な
ど
の
さ

な
ぎ
が
付
着
し
て
い
れ
ば
、
遺
体
と
副

葬
品
は
死
後
す
ぐ
に
真
っ
暗
な
埋
葬
施

設
に
納
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が

推
測
で
き
ま
す
。
出
土
品
に
付
着
す
る

さ
な
ぎ
を
調
べ
る
こ
と
で
、
古
代
の
モ

ガ
リ
の
実
態
が
わ
か
っ
て
く
る
の
で
す
。

３
月
４
日（
土
）～
５
月
29
日（
月
）

３
月
１
日（
水
）～
７
月
３
日（
月
）

り
返
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
お
り
、
天
候
不
順
が
原
因
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
疫
病
が

流
行
し
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

元
慶
４
年（
８
８
０
）に
は
出
雲
で
大
地

震
が
起
き
ま
し
た
。
神
社
や
寺
院
、
役

所
、
百
姓
の
家
な
ど
多
数
の
建
物
が
倒

壊
し
、
10
日
間
揺
れ
続
け
た
と
記
録
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
天
変
地
異
が
頻
繁
に
起
き
た

時
代
で
、
人
び
と
は
厳
し
い
環
境
の
下

で
暮
ら
し
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
通
し
て

も
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
一
つ
に
、
九
景
川
遺
跡（
東

神
西
町
）の
例
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平

安
時
代
初
め（
９
世
紀
前
半
）に
か
け

て
、
多
く
の
建
物
が
計
画
的
に
建
て
ら

れ
、
墨
書
土
器
や
硯
な
ど
も
見
つ
か
る

こ
と
か
ら
、
周
辺
の
中
核
的
な
集
落
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
９
世
紀
後
半
以
降
の
遺
物
は
全
く

出
土
し
な
い
た
め
、
集
落
か
ら
人
び
と

が
去
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
と

り
わ
け
、
９
世
紀
半
ば
が
飢
き
ん
の
頻

発
し
た
時
期
に
当
た
り
、
こ
の
集
落
に

何
か
が
起
き
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

上
長
浜
貝
塚（
西
園
町
）で
も
同
様
な

動
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡
は
、

当
時
、
日
本
海
と
入
海（
神
門
水
海
）に

挟
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
て
、
漁
労
や
塩

作
り
な
ど
を
行
う
集
落
が
付
近
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

初
め
に
貝
塚
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
め
の
こ
と

で
し
た
。
製
塩
土
器
が
多
量
に
見
つ
か

り
、
近
く
の
集
落
で
塩
作
り
が
盛
ん
だ
っ

た
と
分
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
中
期

（
10
世
紀
前
半
～
11
世
紀
前
半
）に
再

び
形
成
さ
れ
た
貝
塚
で
は
、
製
塩
土
器

が
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
な
く
な
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、
９
世
紀
後
半
に
塩
作
り

を
や
め
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
変
化
も

飢
き
ん
が
関
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
う
し
た
平

安
時
代
の
出
雲
の
世
相
を
考
古
資
料
を

中
心
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
髙
橋　

周
）
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第49号

「
旧
大
社
駅
瓦
の
デ
ザ
イ
ン
」

船
宿
の
帳
簿

★
速
報
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
⑭

　

明
治
時
代
の
は
じ
め
に
、
わ
が
国
に

西
洋
建
築
の
技
術
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。一
方
そ
の
技
術
を
受
容
す
る
中
で
、

明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
、
日
本
の
伝
統
建

築
が
注
目
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
日
本
に

ふ
さ
わ
し
い
建
築
を
つ
く
ろ
う
と
す
る

動
き
か
ら
、
建
物
全
体
の
構
造
を
「
西

洋
風
」
で
つ
く
り
、
外
観
を
「
和
風
」

の
意
匠
と
す
る
方
法
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

日
本
の
伝
統
を
生
か
す
新
し
い
様
式

は
、
後
に
「
近
代
和
風
建
築
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）に
建
設
さ
れ
た
旧
大
社
駅

本
屋
は
、「
近
代
和
風
建
築
」
の
傑
作

と
し
て
、
平
成
16
年
に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
速
報

展
で
は
、
現
在

実
施
中
の
旧
大

社
駅
保
存
修
理

事
業
に
お
い

て
、
一
旦
取
り

外
さ
れ
た
実
物

の
瓦
を
紹
介

し
、
旧
大
社
駅
の
「
和
風
」
の
魅
力
に

迫
り
ま
す
。

（
吾
郷　

誠
）

　

江
戸
時
代
、
大
規
模
輸
送
の
主
役
は

廻
船
で
、
米
や
塩
な
ど
様
々
な
荷
物
を

満
載
し
て
全
国
を
廻
り
ま
し
た
。
航
行

途
中
で
廻
船
は
、
各
地
の
港
へ
寄
港
し

て
休
ん
だ
り
商
売
を
し
た
り
し
ま
し

た
。

　

そ
の
際
に
宿
泊
し
た
の
が
船
宿
で

す
。
船
宿
と
は
船
乗
り
を
対
象
に
し
た

宿
で
、
船
の
航
行
に
必
要
な
物
資
の
補

給
や
、
積
み
荷
の
売
買
の
中
継
ぎ
、
ま

た
時
に
は
役
人
に
代
り
入
港
料
の
徴
収

を
行
う
な
ど
、
宿
泊
だ
け
で
な
く
船
に

関
わ
る
多
種
多
様
な
業
務
を
一
手
に

担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
船
宿
を
営
ん
で
い
た
家
の
古

文
書
に
は
利
用
し
た
船
と
船
乗
り
の
記

録
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
様
々
な
地
域

か
ら
船
が
出
雲
へ
来
て
い
た
様
子
が
窺

え
ま
す
。

　

鷺
浦（
大
社
町
）の
船
宿
の
記
録
で

は
、
地
元
山
陰
の
船
を
除
く
と
、
最
も

多
い
利
用
者
は
能の

と登
・
加か

が賀（
石
川
県
）、

つ
い
で
越え

っ
ち
ゅ
う中（

富
山
県
）と
、
北
陸
か
ら

東
北
に
か
け
て
の
北
国
が
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
利
用
者
が
船
宿

を
経
由
し
て
売
っ
た
品
物
の
記
録
を

見
る
と
、
津つ

が
る軽（

青
森
県
）や
庄し

ょ
う
な
い内（

山

形
県
）の
米
や
、
越え

ち
ご後（

新
潟
県
）の
小

開
催
中
～
５
月
29
日（
月
）

豆
・
大
豆
な
ど
全
て
東
北
産
の
穀
物
で

し
た
。
こ
れ
ら
の
売
買
記
録
は
詳
細
な

計
算
に
基
づ
い
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、

俵た
わ
ら一

つ
辺
り
の
重
さ
、
産
地
な
ど
様
々

な
情
報
が
分
か
り
ま
す
。
米
の
状
態
に

よ
っ
て
は
値
引
き
さ
れ
た
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
例
え
ば「
沢さ

わ
て
ま
い

手
米
」や「
濡ぬ

れ
ご
め米

」

と
書
か
れ
た
物
は
船
で
の
輸
送
中
に
波

を
被
っ
た
り
雨
水
で
濡
れ
た
り
し
て
損

傷
し
た
米
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
濡
米

も
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
が
正
常
な
米
の

価
格
の
六
割
程
度
ま
で
引
か
れ
て
お
り

明
ら
か
な
損
失
だ
と
分
か
り
ま
す
。
一

見
す
る
と
味
気
な
い
記
録
簿
も
、
読
み

と
け
ば
当
時
の
物
流
の
様
子
や
港
の
賑

わ
い
に
つ
い
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
、
興
味
深
い
史
料
な
の
で
す
。

（
荒
川 

英
里
）

『摂津名所図会』第七巻
（国立国会図書館デジタルコレクションより）

モガリ中

　

島
根
県
内
で
は
、
計
５
か
所
の
古
墳

や
横
穴
墓
か
ら
ハ
エ
の
さ
な
ぎ
が
み
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
出
雲
市
内
で
は
、
斐

川
町
結
11
号
墳
の
鉄
剣
に
ハ
エ
の
さ
な

ぎ
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
安

来
市
仲
仙
寺
２
号
墳
の
鉄
鏃
、
同
市
鷺

の
湯
病
院
跡
横
穴
墓
の
刀
子
、
浜
田
市

め
ん
ぐ
ろ
古
墳
の
鉄
剣
、
隠
岐
の
島
町

大
座
１
号
墳
の
大
刀
と
鉄
斧
に
も
付
着

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
５
～
６
世
紀
の

埋
葬
施
設
の
副
葬
品
で
す
。

　

埋
葬
施
設
に
伴
う
さ
な
ぎ
は
、
西
は

宮
崎
県
か
ら
北
は
新
潟
県
、
東
は
群
馬

県
ま
で
の
59
か
所
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
展
示
で
は
、
島
根
県
・
鳥
取
県
・

奈
良
県
で
確
認
さ
れ
る
ハ
エ
の
さ
な
ぎ

を
中
心
に
、
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
の
モ

ガ
リ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

出
土
品
か
ら
探
る
モ
ガ
リ
の
展
示
は

全
国
的
に
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
機
会
に
、
古
代
の
「
葬
式
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本 

豊
治
）
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　　　　　　年末年始

第49号

　

今
年
、
ト
ン
デ
モ
な
い
モ
ノ
が
大
和
の

古
墳
か
ら
見
つ
か
っ
た
！
と
の
ニュ
ー
ス
が

駆
け
巡
っ
た
。
富と

み
お
ま
る
や
ま

雄
丸
山
古
墳
。
奈

良
市
に
あ
る
日
本
最
大
の
造
出
し
付
円

墳（
直
径
百
九
メ
ー
ト
ル
）だ
。

　

富
雄
丸
山
古
墳
か
ら
明
治
時
代
に

盗
掘
さ
れ
た
副
葬
品
は
、
現
在
、
京
都

国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
る
。
１
９
７
２
年
に
奈

良
県
が
墳
頂
部
に
埋
葬
施
設
を
確
認
。

そ
の
後
、
２
０
１
７
年
か
ら
奈
良
市
が

継
続
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
三
段
の
造
出
し
の
最
上

段
に
あ
る
粘ね

ん
ど
か
く

土
槨（
長
さ
6.4
メ
ー
ト
ル
）

が
調
査
さ
れ
た
。
粘
土
槨
と
は
「
割わ

り

竹だ
け
が
た形

木
棺
」
を
粘
土
で
密
封
し
た
埋

葬
施
設
だ
。
こ
の
木
棺
を
覆
う
粘
土

か
ら
鼉

だ
り
ゅ
う
も
ん
た
て
が
た
ど
う
き
ょ
う

竜
文
盾
形
銅
鏡
一
面
と
蛇
行
剣

一
本
が
発
見
さ
れ
た
。
表（
鏡
面
）を
上

に
向
け
て
鏡
を
置
い
た
の
ち
、
剣
を
横

た
え
た
ら
し
い
。

　

盾
形
銅
鏡
は
、
長
さ
64
セ
ン
チ
、
幅

31
セ
ン
チ
、
重
さ
５
キ
ロ
超
。
盾
の
形

を
し
た
鏡
は
例
が
な
い
。
裏（
背
面
）の

中
央
に
紐
を
通
す
突
起（
鈕
）が
あ
り
、

そ
の
上
下
に
倭
国
製
の
鏡
に
認
め
ら
れ

る
鼉
竜（
想
像
上
の
動
物
で
ワ
ニ
の一
種

か
）文
が
二
つ
表
現
さ
れ
、
そ
の
他
の
部

分
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
鋸き

ょ
し
も
ん

歯
文（
三

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

角
文
）が
埋
め
尽
く
す
。
鏡
を
木
棺
の

周
り
に
並
べ
る
手
法
は
、
奈
良
県
黒
塚

古
墳
な
ど
に
あ
る
。
や
は
り
表
を
上
に

向
け
る
。
鋸
歯
文
は
、
革
製
の
盾
の
縁

取
り
文
様
に
よ
く
使
わ
れ
る
か
ら
、
そ

の
外
形
か
ら
し
て
も
盾
の
も
つ
防
御
力

と
邪
悪
な
も
の
を
リ
フ
レ
ク
ト
す
る
鏡

の
神
聖
な
輝
き
を
一
体
化
し
た
最
強
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
呪
物
だ
。

　

か
た
や
蛇
行
剣
は
く
ね
く
ね
と
折
れ

曲
が
っ
た
剣
身
を
特
徴
と
す
る
が
、
こ

の
剣
は
２
．６
７
メ
ー
ト
ル
も
の
長
さ
の

日
本
最
大
の
剣
。
こ
れ
に
は
ど
ん
な
悪

霊
も
太
刀
打
ち
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
国
宝
」
間
違
い
な
し
の
二
つ
の
副
葬

品
だ
が
、
埋
葬
施
設
に
は
木
棺
が
良
好

な
状
態
で
残
っ
て
い
る
ら
し
い
。
ち
ょっ

と
で
い
い
か
ら
、
掘
っ
て
み
た
い
な
ぁ
。

（
花
谷　

浩
）

▼
春
季
企
画
展

　

開
催
中
～
５
月
29
日（
月
）

　
「
平
安
時
代
の
出
雲

―
人
び
と
の
く
ら
し
と
祈
り
―
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

５
月
20
日（
土
）10
時
か
ら

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

開
催
中
～
７
月
３
日（
月
）

　
「
ハ
エ
の
さ
な
ぎ
か
ら
探
る

古
代
の
葬
式
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

４
月
16
日（
日
）

　
　

５
月
13
日（
土
）

　
　

６
月
４
日（
日
）

　
　
　

い
ず
れ
も
10
時
か
ら

▼
ス
ポ
ッ
ト
展

　

好
評
開
催
中
～
５
月
29
日（
月
）

　
「
旧
大
社
駅　

瓦
の
デ
ザ
イ
ン
」

▼
出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
３

　

４
月
29
日（
土
・
祝
）・
30
日（
日
）

　

５
月
３
日（
水
・
祝
）～
５
日（
金
・
祝
）

　

５
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

★
展
示
の
ご
案
内

★
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

★
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内

▼
職
員
リ
レ
ー
講
座

①
６
月
４
日（
日
）14
時
～
16
時

　
「
ハ
エ
の
さ
な
ぎ
か
ら
探
る

古
代
の
モ
ガ
リ
」

　
●
講
師　

坂
本 

豊
治

　
　
　
　
　
　
（
博
物
館
学
芸
係
）

②
６
月
24
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
中
世
の
古
志
遺
跡
群

～
近
年
の
発
掘
調
査
か
ら
～
」

　
●
講
師　

須
賀 

照
隆

　
　
　
　
　
　
（
埋
蔵
文
化
財
１
係
）

③
７
月
８
日（
土
）14
時
～
16
時

　
「
鳥
居
～
日
御
碕
神
社
鳥
居

保
存
修
理
事
業
か
ら
～
」

　
●
講
師　

　
　
　

吾
郷 　

誠（
文
化
財
保
護
係
）

　
　
　

黒
田 

祐
介（
埋
蔵
文
化
財
１
係
）

　
●
受
講
料　

各
３
０
０
円

　
●
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
予
定

　
　

 

受
講
ご
希
望
の
方
は
、
氏
名
・
お

住
い
の
市
町
村
名
を
、
当
館
宛
て

に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

※ 

オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
、
受
講
料
は

無
料
で
す
。

講
座
・
講
演
会
の
申
込
に
つ
い
て

定
員
80
名　

当
日
受
付
な
し　

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
）

●
申
込
受
付
時
間 

９
～
17
時

●
必
要
事
項 

氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所

くわし
い内容

は

１ページ
♪


